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平成３０年度 第１回新温泉町行財政改革推進委員会会議録（要旨） 

 

[開催日時]  平成３０年５月２５日(金)午後１時３０分～午後３時３０分 

[開催場所]  浜坂多目的集会施設 １階 会議室 

[出 席 者]  河越委員、小谷委員、仲山委員、西脇委員 

橋本委員、藤田委員、森田委員 

 行 政   田中副町長 

事務局   仲村総務課長、中島課長補佐、竹中主査 

[欠 席 者]  朝野委員、熊本鎮雄委員、熊本直和委員、松岡委員 

 

[傍 聴 者]  ― 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

[会議次第] 

 

１ 開  会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ あいさつ 

 

４ 委員長・副委員長の選任 

 

５ 会議の公開について 

 

６ 議  事 

（１）第３次行財政改革大綱及び実施計画の平成２９年度実績について 

（２）平成３０年度 町政方針及び財政状況について 

 

７ そ の 他 

 

８ 閉  会 
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[内  容] 

 

１ 開  会 

 

２ 委嘱状交付 

 （副町長から各委員に委嘱状を交付） 

 

３ あいさつ 

副町長：昨今、市町村を取り巻く財政状況は非常に厳しい状況にある。その中

で持続的に行政運営を行っていかなければならない。 

    委員の皆さんからご意見やご指導を頂きながら進めていきたい。そし

て頂いたご意見を町政に反映していきたい。 

 

４ 委員長・副委員長の選任 

 （委員長に西脇委員、副委員長に河越委員が就任） 

 

５ 会議の公開について 

 （会議は原則公開。会議録を作成し、総務課に備え付けるとともに、町のホ

ームページにて公表） 

 

６ 議  事 

（１）第３次行財政改革大綱及び実施計画の平成２９年度実績について 

 

・主な意見等 

委員 ：エコオフィスの推進については単なる電気代等の削減なのか？電力の

自由化による事業者の見直しも行っているのか？ 

事務局：事業者の見直しを行っており、入札を行い業者の選定をし、経費の更

なる削減に努めている。 

 

委員 ：浜坂病院の負債解消について、経常収支比率の数値目標が実績と大き

く乖離しているが原因は？ 

事務局：診療報酬の改定など、医業収益が思うように改善しない側面もある。

企業会計と一般会計では算定方法が異なるため、詳しい内容について

は改めて回答する。 

  

委員 ：浜坂病院の件については、行財政改革の中でも１丁目１番地である。 

    病院問題については委員にも解る資料と、説明の段取りを次回お願い

したい。 

事務局：次回、用意させてもらう。 
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委員 ：浜坂病院の赤字が、町の財政悪化の大きな原因の一つであるので、こ

こに力を入れてやっていくべきであるが、病院に関する評価が甘すぎ

るのでは？評価は各担当課で行っているのか？ 

事務局：各担当課で評価を行い、管理職で構成する本部会議で評価の確認を行 

っている。 

病院に関しては29年度後半より、これまでの実績を踏まえた上で新た 

な取組を行うなど、職員の努力の結果、年度末より少しずつ効果が出 

始めてきた中での、「Ｂ」や「Ｃ」評価であると判断している。 

 

委員 ：健康づくりの推進について、受診率が伸びない理由に高齢化率が高 

い事が要因の一つと考えられるとあるが、年代別の受診率の調査を 

検討し、受診率向上と啓発に努めていただく取組も必要ではないかと

感じる。 

事務局：年代別や地域別の受診率からの対策も必要かもしれない。委員からの 

意見として担当課に伝える。 

 

委員 ：職員の健康管理の充実について、全職員へのストレスチェックは年１  

    回行われているのか？ 

例えばノー残業デーを作るなどして、職員の健康管理にも気を付けて 

頂きたい。 

事務局：ストレスチェックは年１回行っている。  

      

委員 ：退職勧奨制度の推進についての「Ａ」評価とは？制度の推進を行うだ

けで数値目標として無いのであれば、評価項目として意味が無いので

は？  

事務局：評価項目については今後検討する。 

  

委員 ：給与体系の見直しについて、仮に同じ課長職であっても業務量に応じ

て給与に差をつけてもいいと思う。評価と給与をもっと関連付けてい

いと思う。 

 

委員 ：消防団の組織改革について見直しを行わなければ、消防団が維持でき

ないのではないか。 

 

委員 ：役場内での評価の基準と、委員の評価の考え方に差があるように感じ

るが、自信を持って評価をしたと言えるようにしてもらいたい。 
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（２）平成３０年度 町政方針及び財政状況について 

  

・主な意見等 

委員 ：道の駅の建物について全体的に評判が良くない。車から降りて直ぐが

トイレであり、そばの店も営業時間が短く閉まった状態が長いため、

イメージが悪い。長期的に見ても検討が必要である。 

事務局：建物の配置の面では難しいが、道の駅を利用して沢山の人が集まる仕

掛けづくりを考えているので、温かい目で見守っていただきたい。 

 

７ そ の 他 

 

委員 ：評価項目の見直しは行うのか？ 

事務局：一度、検討を行う。   

 

委員 ：この委員会は役場の全ての課に跨る１年間の評価の点検や、今後のた

めの意見・提言を行う委員会ではあるが、特に浜坂病院についての意

見・提言も当委員会として行いたい。  

 

８ 閉  会 

副委員長：本日は、お忙しい中ご出席いただき、また、たくさんの議事を慎重

審議いただき、大変ありがとうございました。 


